
【0630追記修正版】 

A 北信越大会出場の選出方法【通信陸上・上位１名（チーム）】 

以下の優先順位で北信越大会出場者を決定する。 

 

①通信陸上で１位の選手に出場意思を確認する。 

  ２種目で１位となった場合、どちらの種目で出場するか選択する。 

                      どちらの種目も内定として、県中陸上後に出場種目を決定する。 

②２種目入賞や出場辞退の選手がいた場合、２位、３位と順番に出場意思を確認する。 

  ※①で出場を辞退している場合、繰り上がりは明らかに２位以下の順位であることから、出場権利が回って

きたとしてもそれを選ぶことはできない。 

 

③２種目繰り上がりで出場権利が回ってきた場合、通信陸上の順位が上位の種目で北信越大会に出場する。

※同順位の場合は、どちらの種目で出場するか選択する。 

 

④繰り上がりの出場権利が 8 位以内で決まらなかった場合、予選で 9 番目に良い記録の選手から順に出場

意思を確認する。 

 

⑤①～④の確認終了後は、通信大会における繰り上がり出場は無い。 

 

B 北信越大会出場の選出方法【県中陸上・上位２名（２チーム）】 

以下の優先順位で北信越大会出場者を決定する。 

 

①通信陸上の内定者に出場意思を確認し、出場種目を決定する。 

 

②通信陸上で、すでに北信越大会出場権を得ている選手を除いた上位１～２位の選手に、出場意思を確認す

る。２種目で上位１～２位となった場合、どちらの種目で出場するか選択する。 

その種目に出場を決めた①の選手がいる場合は、その者を除いた上位１～２位に出場意思を確認する。 

①の選手がいない場合は、上位１～３位に出場意思を確認する。 

別の種目に出場する①の選手がいる場合は、その者を除いた上位１～３位に出場意思を確認する。 

この時、２種目で出場権利を得た場合、どちらの種目で出場するか選択する。 

   

③２種目入賞や出場辞退の選手がいた場合、上位３位、４位と順番に出場意思を確認する。 

②で出場選手を決定した後、出場選手が３名に満たない場合、県中陸上の上位３位、４位と順番に出場意思

を確認する。 

  ※②で出場を辞退している場合、繰り上がりは明らかに３位以下の順位であることから、出場権利が回って

きたとしてもそれを選ぶことはできない。 

 

④２種目繰り上がりで出場権利が回ってきた場合、県中陸上の順位が上位の種目で北信越大会に出場する。

※同順位の場合は、どちらの種目で出場するか選択する。 

 

④繰り上がりの出場権利が 8 位以内で決まらなかった場合、県中陸上の予選で 9 番目に良い記録の選手か

ら順に出場意思を確認する。 

 

※通信陸上で出場辞退したとしても、県中陸上で出場権を得た場合、北信越大会出場権はある。 
 

北信越大会出場の４名選出方法（開催県の場合） 

・Bの選出の際、同様の方法で４名分の選出を行う。 



全中（陸上）の出場について 

出場の優先順位は以下の順番とする。優先順位上位で全中出場を辞退した場合、そ

れ以下の優先順位の全中出場権も辞退したこととする。 

① 全中標準記録突破による出場 

② 標準記録突破者が１０名に満たない場合の推薦による出場 

 

① 全中標準記録（大会要項で確定） 

② 全中推薦枠の選出方法 

全中大会要項に書かれている推薦枠の記載は以下の通り 

 

 

 

 

この記載に基づき、１０名に満たない場合は、１０名以内での推薦による参加が認められているた

め、以下の要領で推薦者を決定する 

 

①全中標準記録を突破していない選手の中で、全中標準記録に近い記録を出している選手を確

認する。記録の有効期限はその年度の４月～県中陸上の２日目までとする。 

 

②①の選手の記録を最新の「WA Scoring Tables」でポイント換算する。 

同じように、全中標準記録も「WA Scoring Tables」でポイント換算する。 

 

③全中標準記録のポイントと、各選手のポイントを比較し、最もポイント差が小さい選手から推薦選

手として選出する。また、ポイント差の小さい選手から選出したときに、同選手が２種目以上の権

利を有した場合、ポイント差の小さい種目で出場することとする。 

  ○A選手の８００ｍが最もポイント差が小さく、２番目が A選手の１５００ｍの場合。 

    A選手 800m（＋３点）、1500m(＋８点)  → A選手 800m 

                                           ＊１５００ｍは選択できない 

 

  ○枠は２枠で A選手が８００ｍで最もポイント差が小さく、B選手が砲丸投で２番目、 

３番目に A選手の１５００ｍの場合。 

    A選手 800m（＋３点）、1500m(＋８点)、 

B選手砲丸投(＋５点)                  → A選手 800m と B選手砲丸投 

              ＊推薦枠であることから、よりポイント差の小さい種目での出場を推薦する。 

よって、A選手が１５００ｍを選択する権利はない。 

 

  ○A選手の８００ｍと１５００ｍが最もポイント差が小さく、かつ同じ点数差の場合。 

    A選手 800m（＋３点）、1500m(＋３点)  → A選手 800mか１５００ｍを選択できる 

 

④２名以上の選手が同ポイントとなり、推薦枠がそれに満たない場合、どちらの選手が良いか優劣

がつけられないため、どちらの選手も選出しない 

  ○A選手と B選手が同ポイント  しかし、推薦枠は１名しかない 

    A選手 800m（＋３点） 

B選手砲丸投(＋３点)               → どちらの選手も選ばず、推薦枠を１０名埋めない 

７ 参加資格 

⑤ 都道府県で標準記録の到達者が１０名に満たなかった場合は推薦による男女計１０名（種

目と男女比は問わない）以内での参加を認める。また，開催都道府県については，標準記録到

達者のいる種目に関わらず，各種目推薦による１名・１チームの参加を認める。 

 


